
（別紙３）

～ R8年　2月　20日

（対象者数） 46名 （回答者数）
26名

～ R8年　2月　20日

（対象者数） 9名 （回答者数）
9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

毎朝のミーティングに加えて、情報共有や職員間の助言等で

より良い支援へ繋げていく

2

レクリエーションの企画力の向上をしていく

3

施設内での避難訓練を行い、災害時落ち着いて行動出来る

ようにする

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

個々で説明させて頂き、他の方法でも情報発信が出来る

ように考えていく

2

分かりやすい内容に見直し、定期的に発信していく

事業所内で目に付く場所への掲示をする

3

○事業所名 げんき三郷

○保護者評価実施期間
R8年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

R8年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　3月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事故防止・防災・虐待防止・苦情処理マニュアルは作成し

連絡アプリでの掲示板で公表しているが、全ての保護者様が

確認されていない

自己評価アンケートにて保護者様全ての方が

確認されていないことがわかった

再度連絡アプリの機能を伝えていく

非常時や災害時の対応について理解されている保護者が少ない 非常時の対応について具体的にわかりやすく

伝える必要がある

職員同士の情報の共有、寄り添う支援を目指しています 毎朝ミーティングを行い

前日の振り返りや気づいた事等の情報共有をしています

毎週末（土）季節に応じたお出かけイベント

（普段経験出来ない体験）

保護者様にも好評を頂いています

安全に配慮しマンネリ化しないよに、個々のニーズに応えなが

ら、お出かけ場所の開拓を職員間で話し合っている

災害時、子どもたちがパニックにならないよう

年2回防災センターでの訓練をしています

定期的に防災センターへ出向き、防災について勉強・体験

する機会を設けている

事業所における自己評価総括表公表


